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2022年度活動報告： 
 
                               附属高校 植田敦子 

事例１ 高校１年生「言語文化」での学習課題 

今年度から高校１年生で言語文化の授業が始まり、観点別評価も本格化した。教材への理

解や単元への学びが深まる課題を意図して以下のような課題を用意した（主に単元ごとに

課題を課したが、今回は主なものを紹介する）。提出された課題については、主に「主体的

に学習に取り組む態度」の評価に加えた。生徒に返却する際、提出物にＡ、Ｂ、Ｃの評価を

記入するという形を取り、Ａの評価をつけたものについては、いくつか選んで生徒に共有し、

Ａの理由を説明した。 

 

古文分野『児のそら寝』・僧たちがなぜ笑ったのか、自分の考えを記す。 

              ・（授業を終えた時点での）よくわからないところ、疑問・感

想等を記す。 

       『絵仏師良秀』・「仏だに～百千の家も出で来なむ」とはどういう事を言って

いるかまとめる。 

                           ・良秀のあり方についてどう思うか、考えを記す。 

              ・（授業を終えた時点の）疑問、わからないところを記す。 

『伊勢物語』「筒井筒」 

・『大和物語』「沖つ白波」を読み比べ、違いを整理した上で、両

作品の印象の違いを考える。…（１） 

漢文分野 

『論語』   ・孔子や弟子にまつわるエピソードを調べてまとめる。 

『臥薪嘗胆』  ・人物関係図を作成する。 

                       ・登場人物のその後について調べる。…（２） 

小説分野 



『羅生門』  ・初読の感想、疑問点を記す。 

              ・原典と読み比べをして、芥川龍之介が描きたかったものは

何か考える。 

『城の崎にて』を学習後、志賀直哉について興味を持ったことを調べる。 

 

古文分野では、最初は古文への抵抗をなくすことを意図して、生徒に授業後もわからない

ところがあれば、積極的に質問するよう促した。（１）の読み比べの活動は、2022年度の公

開教育研究会でも紹介した。詳細は 2022 年度の研究紀要に掲載する予定である。 

漢文分野では、本文の読解が終わった後、漢文を身近に感じてもらうことを意図して、興

味があることを自ら調べる課題を課した。（２）は、人物関係を整理することで、多くの登

場人物の関係とストーリーを確認することにつながった。人物を国ごとに列挙するだけで

なく、人物関係図を作成できたものをＡ評価とした。「登場人物のその後について調べる」

という課題は、従来教員が説明することの多かった越の范蠡や種や呉の伯嚭などについて

自ら調べていくことで、漢文そのものへの興味が増すことをねらいとしている。 

小説分野は、「羅生門」と「城の崎にて」の２作品を扱った。「羅生門」は、授業内で原典

である古典作品との読み比べ活動を行った。「城の崎にて」は、授業では生徒の疑問点を中

心に授業を展開し、読解後に志賀が最初に発表した「いのち」という短編と読み比べる活動

も行った。生徒は、暗夜行路を読んだ生徒もいれば、まだ作者の作品になじみがなく、本文

が難しく感じるという段階の生徒もいた。生徒の興味・関心に幅がありそうだという前提の

もと、課題を「志賀直哉に関すること」という大きなものに設定した。さまざまな取り組み

があり評価が難しいところではあるが、自分でテーマを設定し、主体的に、かつ意欲的に調

べているとこちらが判断できるものをＡとした。以下は、７月の連携研で発表した際に紹介

した生徒の提出物（（１）（２）のみ）を紹介する。 
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